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E8_AF_AD_E4_B8_80_E7_c105_147012.htm あ行あいそう（想

）#12539. あの店は想がよい。「招待」#12539. 想がない。「

切」#12539. 林先生と山田さんは、弟の柄だそうです。「」

あえて（敢えて）#12539. どうしても行きたいなら、私はあ

えて反しない。「不」あくどい#12539. 色があくどい、味が

あくどい。「、太」あざ（痣）#12539. 祖父が亡くなったと

たん、をめぐってあさましい争いが始まった。「卑鄙、可

」あざむく（欺く）#12539. 花をあざむく器量。「」あざわ

らう（嘲笑う）#12539. 朝寝坊をしたので焦って出かけた。

「急躁、着急」#12539. 有名な大学のだから、しいと思った

が、あっけないほどやさしかった。「太、没意思」あつら

える（える）#12539. 彼は自分のことを後回しにしても、他

の人を助けるような人だ。「推、」あべこべ#12539. 彼女が

横したのは、でかに操られたからにいない。「操」あやぶ

む（危ぶむ）#12539. 彼のあやふやな度に、彼女は激怒した

。「含糊」あやまち（ち）#12539. あらかじめ必要なものを

メモして行くと、な物をしない。「先、事先」 あらっぽい

（粗っぽい、荒っぽい）#12539.田中君は、彼女にふられて

からというもの、食事ものどを通らない有だ。「状」あり

のまま#12539. 友の婚祝いだから、ありふれた品ではなく、

特なものをりたい。「通常的、不希奇的」あんじ（暗示）

#12539. を荒らす野生の猿捕まえようと、一を案じた。「（

＝あんずる）思考、想出一法」 #12539. 休中の新は、案の定



、んでいた。「果然、果如所料」 いいかげん（いい加）

#12539. 彼はいいかげんな男だ。いいかげんな返事。の英は

いいかげんなものだ。「敷衍、不任、虎虎」 #12539. あなた

が言っていることは、言いにもならない。「解」 #12539. い

かに弁をふるっても、彼に同する人はいなかった。「（い

かに．．．ても）」 いかにも #12539. 小林さんは、なかなか

な人だ。「、」 いきがい（生甲斐） #12539. 山下さんを得し

ようと、意んでねたのに、留守だった。「致勃勃」 いくた

（多） #12539. 彼女は、しながらの毛をいじる癖がある。「

弄、弄」 #12539. 彼には刻しないよう、何度も注意したが、

依然として改まらない。「仍然」 いたって（至って）

#12539. 田は住みやすいと言うが、一概にそうとも言いきれ

ない「一概、一律」 いちどう（一同） #12539. グラフに表す

と、果は一目然だ。「一目然」 #12539. 社の言に、みな一に

うなずいた。「同」 いちりつ（一律） #12539. 一の解にむけ

て、し合いが行われている。「一串」 いっかつ（一括）

#12539. 日からえている彼は、120段の段を一にかけ上がった

。「一口、一下子」 いっきょに（一に） #12539. 母は、息子

の事を一心に祈った。「一心一意」 いっそ #12539. 彼の言で

、そののが一した。「突然改」 いと（意） #12539. 昨夜は、

同室の原田さんのいびきがうらさくて、眠れなかった。「

打呼」 いまさら（今更） #12539. もう12月だというのに、私

はいまだに志望校をめていない。「尚未、仍然」 いやいや

（嫌々） #12539. 山中さんは、今日に限って、いやにおとな

しい。「太、非常、於」 いんき（） #12539. キャッチャは、

ピッチャが投げたい化球を受け止めた。「住」 #12539. 妻に



したいと打ち明けたところ、成してくれた。「坦率出、毫

不的出」 うちきる（打ち切る） #12539. 相手のコトへ、球を

く打ちんだ。「打入」 #12539. 出の内を明した。「内容」 う

っとうしい（陶しい） #12539. ずかしかったので、彼女はず

っとうつむいていた。「低」 うつろ（虚ろ） #12539. 料理を

器に盛る。「容器」 #12539. たいした腕前だ。婚して3年も

たつと、料理の腕前も上がる。「本、手」 うぬぼれ（己惚

れ） #12539. 彼女がだれにでもしいのは生まれつきの性格だ

。「天性、天生」 うるおう（う） #12539. 入でがった。「裕

、益」 うわまわる（上回る） #12539. 食べすぎたので、料理

をただけでうんざりする。「、」 うんよう（用） #12539. 交

が滑にんで安心した。「、利」 えんきょく（婉曲） #12539. 

争がに解することを祈っている。「、美」 おいこむ（追い

む） #12539. を小屋に追いむ。「」 #12539. この行を前ペジ

に追いむこと。「排、移前」 おいて（於いて） #12539. 在の

彼の成功は、母の教育にうところが大きい。「多、有於」

#12539. 子どもを背中にう。「背、」 おおかた（大方）

#12539. おおかたのは王さんから伺いました。「大部分、大

致」 おおがら（大柄） #12539. 大柄な体格のわりに、彼は小

心者だ。「大骨架」 おおげさ（大袈裟） #12539. 事件のおお

すじが、警察から表された。「梗概、主要」 おおまか（大

まか） #12539. うちの犬は、体は大きいのにおく病で、猫を

ても逃げる。「小、怯懦」 おごる（奢る） #12539. 奢った生

活をしている「奢侈」 #12539. 彼女に押し切られて、卒旅行

はイギリスに行くことになった。「持到底、排除（反、困

）」 #12539. 朝のラッシュは、が客をに押しんでいる。「塞



」 おしよせる（押し寄せる） #12539. 邪魔になる物は隅のほ

うに押し寄せておく。「挪到一」 おそくとも（くとも）

#12539. 大型の台が上する恐れがあります。「、心」 #12539.

わざわざ届けていただき、恐れ入ります。「是在不、不感

激」 #12539. こんなに寒いのに水泳とは、恐れ入った。「感

到意外、吃」 おだてる（煽てる） #12539. 豚もおだてりゃ木

に登る。「受到恿也能上。指不起吹捧」 おちこむ（落ちむ

） #12539. 落した野口候は落ちんでいる。「、不痛快」

#12539. 日、雨きでは、道路工事の仕事はお手上げだ。「束

手策、毫法」 おどおど（おどおど） #12539. 彼はにし、を暴

露するとおどしていた。「威、」 おのずから（自ずから）

#12539. 小犬は、大きな犬が近くに寄ってきたのでおびえて

いた。「害怕、胆怯」 おびただしい（夥しい） #12539. あの

手も、新人手に、レギュラの座をかされている。「威」 お

びる（びる） #12539. をびる。「佩」 #12539. 子どもの、お

まけが欲しくて、よくお子をった。「」 #12539. おまけをつ

ける。「添枝加、大其」 おもいつき（思いつき） #12539. に

は趣をえて、庭にテブルといすを出して食事をしよう。「

情趣、趣」 #12539. 最近は、学よりも能力を重んじる企がえ

てきたそうだ。「重、器重、尊重」 およぶ（及ぶ） #12539. 

被害が全国に及ぶ。「及、到」 おりかえす（折り返す）

#12539. 急用で、途中から折り返す。「返回」 #12539. 一で

もおろそかにしてはいけない。「疏忽」 おんわ（温和）

&#12539. この地方は、候が温和なため、みかんの栽培にし

ているそうだ。「温和」 100Test 下载频道开通，各类考试题
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